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金
滞
古
蹟
芯
巻
五

寧
保
十
九
年
の
筆
記
に
、
今
曾
所
・
作
事
所
等
は
、
古
へ
の
一
向
宗
の

寺
々
の
残
り
た
る
を
用
ふ
と
あ
り
。
是
は
我
が
園
初
い
に
し
へ
の
一

向
宗
の
・
建
寺
ど
も
あ
る
を
、
共
館
修
補
し
て
或
は
作
事
所
と
も
注

し
‘
又
津
岡
玄
蕃
の
家
と
も
な
し
来
れ
る
た
る
べ
し
。
と
い
へ
り
。

作
事
所
は
奮
藩
中
の
作
事
奉
行
の
役
所
也
。
藩
園
官
職
遁
考
に
一
式

ふ
。
寛
永
八
年
鶴
見
小
右
衛
門
を
作
事
奉
行
に
被
v
命
、
是
共
起
本
・
な

る
ぺ
し
。
平
次
按
A
Y
る
に
‘
作
事
向
は
緒
職
人
の
第
一
-
な
れ
ば
、
慮
中

行
人
も
園
初
以
来
置
か
れ
た
る
怠
る
ぺ
し
。
三
蜜
記
民
、
元
和
六
年

十
二
月
金
海
城
炎
上
の
時
、
御
作
事
奉
行
辻
助
左
衛
門
・
松
江
次
郎

兵
衛
奉
り
て
、
零
の
中
に
作
事
取
合
せ
、
正
月
下
旬
に
は
や
立
家
に

成
る
。
と
見
ね
た
り
。
叉
大
工
は
、
利
家
卿
越
前
府
中
よ
り
被
邑
召
惑
-

た
る
も
あ
り
き
。
能
登
大
工
・
越
中
大
工
と
て
、
天
正
十
二
年
百
除

名
、
利
家
卿
の
判
統
を
以

τ、
今
町
・
中
町
・
修
理
谷
坂
近
漣
に
て
居

屋
敷
を
賜
は
り
、
金
海
城
内
作
事
方
及
び
自
・
他
国
陣
屋
御
用
に
被
昌

召
漣
-
た
る
よ
し
.
貞
享
二
年
金
樺
組
大
工
肝
煎
六
助
が
由
緒
番
に
載

せ
た
り
0

.

。
下
蓋
所
・
割
場

此
の
地
は
、
新
丸
の
北
隅
に
て
、
下
議
所
と
劇
場
と
の
こ
役
所
を
一

か
。
抑
e
騒
卒
鍛
地
之
者
は
、
利
家
卿
事
保
十
六
年
の
足
軽
由
緒
艇
を

考
ふ
る
に
、
高
徳
公
於
唱
越
前
府
中
勧
銀
勉
之
者
五
拾
入
、
外
に
小
頭

五
人
、
都
合
五
拾
五
人
被
a
召
抱
一
小
坂
藤
右
衛
門
に
御
預
け
、
右
五

十
五
人
へ
知
行
高
二
千
三
百
六
拾
石
・
越
前
園
本
保
村
陀
而
被
v
下
v

之
、
小
頭
b
は
七
拾
石
宛
、
裁
許
之
者
五
拾
人
b
は
二
千
拾
石
、
一
人

に
四
拾
石
二
斗
宛
配
み
之
吋
能
州
h
御
入
国
之
後
、

m-咋
一
部
品
曲
川
付

村
民
て
被
v
下
v
之
、
金
津
御
入
城
之
後
、
石
川
郡
木
津
・
明
鴎
村
民
て

被
v
下
v
之
。
小
坂
藤
右
衛
門
江
州
柳
よ
捌
に
て
討
死
之
後
、
小
塚
櫨
太

夫
ね
御
預
け
。
檎
太
夫
死
去
之
後
、
小
塚
淡
路
h
御
預
け
。
此
時
三

枇
五
十
人
町
に
組
地
被
v
下
。
元
和
四
年
一
統
之
知
行
米
被
昌
召
上
一
小

頭
h
御
切
米
三
拾
五
俵
、
外
に
小
者
米
十
三
俵
‘
平
足
彊
b
ニ
拾
丸

俵
宛
被
v
下
v
之
鹿
、
寛
永
十
二
年
小
者
米
拾
三
俵
被
a
召
上
一
小
頭
三
拾

E
俵
被
v
下
v
之
。
と
記
載
す
o
菅
家
見
聞
集
に
-X
ふ
。
延
寅
三
年
自
今

以
後
被
=
召
置
忌
種
之
給
米
‘
小
頭
h
三
拾
俵
宛
、
平
足
額
h
二
拾
俵

充
可
敬
v
下
皆
被
目
仰
波
吋
一
微
妙
公
御
代
は
小
頭
・
・
平
之
無
昌
差
別
勺
H

廿
九

俵
宛
被
v
下
‘
小
頭
に
は
小
者
一
人
被
v
下
ν
之
。
平
常
は
公
儀
御
普
諸

方
勤
め
さ
せ
、
小
頭
他
国
行
之
時
は
供
に
召
漣
候
慮
、
佃
源
太
左
衛

門
倉
踏
に
而
・
小
者
を
除
き
、
小
.
頭
は
加
州
米
廿
丸
依
‘
平
足
留
は

金
滞
古
蹟
志
港
五

四
四

固
の
内
に
設
け
た
り
。
三
州
志
来
因
概
覧
附
録
に
云
ふ
。
下
護
所
・
割

場
・
合
所
は
、
皆
古
へ
本
源
寺
の
時
の
支
院
を
、
園
初
よ
り
共
の
償
に

て
用
ひ
ら
れ
‘
火
災
も
左
〈
、
今
に
至
る
ま
で
数
百
年
前
の
遺
材
と

い
へ
り
。
今
猶
割
場
に
後
堂
と
呼
べ
る
所
あ
る
よ
し
。
是
等
古
寺
の

遺
鋭
た
る
ぺ
し
。
割
場
の
名
目
は
、
園
組
越
前
府
中
に
居
給
ふ
時
、

銃
卒
五
十
員
を
新
た
に
給
す
る
に
、
創
場
と
い
ふ
事
既
に
見
ゆ
。
是
今

の
足
騒
の
起
源
と
云
ふ
と
ぞ
。
と
あ
り
。
叉
藩
閥
官
職
活
考
に
云
ふ
。

割
場
の
名
目
は
、
高
徳
公
越
前
府
中
被
v
成
-
御
座
-
節
、
織
地
の
者
五

拾
人
被
昌
召
抱
-
時
、
既
に
割
場
の
名
目
起
れ
り
。
按
宇
る
に
古
は
足
駆

と
は
不
v
唱
、
御
弓
J

者
と
一
疋
ふ
足
騒
頭
有
り
て
、
二
十
人
或
は
三
十

人
宛
預
け
ら
れ
た
り
。
愛
を
以
て
見
れ
ば
、
組
附
な
き
鐙
を
ぽ
劇
場

附
と
い
ふ
か
。
と
い
へ
り
。
平
次
按
宇
る
に
、
下
基
所
は
こ
，
丸
の
上

護
所
に
封
し

τ呼
べ
る
た
る
ぺ
し
。
故
に
奮
海
中
は
毎
歳
E
月
十
一

日
吉
初
の
硯
と
し
て
.
加
能
越
三
州
諸
郡
の
島
正
十
村
役
の
者
共
、

下
護
所
に
於

t
酒
飯
を
賜
ふ
ゃ
う
の
事
た
E
あ
り
て
‘
上
高
所
に
類

せ
り
。
叉
劇
場
は
劇
場
奉
行
の
役
所
に
て
、
騒
卒
の
惣
裁
を
な
し
、

或
は
割
場
附
小
者
の
配
裁
方
等
、
都
て
足
韓
・
小
者
の
勤
め
方
を
割

符
せ
し
む
る
役
場
た
る
に
よ
り
、
割
場
の
名
目
起
り
た
る
な
ら
ん

拾
九
俵
に
定
り
、
共
後
給
米
不
ν
銭
越
中
米
に
而
被
v
下
、
第
四
足
米
-
小

頭
b
六
俵
宛
、
平
足
騒
b
二
俵
宛
培
米
被
v
下
、
小
頭
三
拾
五
依
‘
平

足
範
は
ニ
拾
一
俵
宛
陀
相
成
底
、
延
費
三
年
よ
り
又
被
'
減
、
小
頭
三

拾
俵
‘
平
足
垣
二
拾
俵
宛
に
相
成
る
。
と
あ
り
。
右
は
十
二
冊
定
番
に

も
載
せ
た
り
。
さ
て
高
治
二
年
六
月
金
揮
劇
場
定
書
に
、
足
髄
・
本
会

長
柄
御
供
廻
・
御
韮
所
小
者
、
家
中
役
人
可
者
a
裁
許
-
事
と
あ
り
て
、

足
騒
・
小
者
は
惣
て
割
場
に
て
裁
許
し
、
組
附
役
掛
り
の
分
は
共
の

頭
奉
行
人
支
配
す
る
定
め
也
。
共
の
惣
員
数
は
十
二
冊
定
書
に
、

寓
治
二
年
改
足
経
惣
員
政
千
六
百
六
拾
七
人

内

四

百

八

拾

一

人

・

組

附

七

百

拾

八

人

割

場

附

明

組

井

裁

領

之

者

共

七

拾

三

人

緒

場

井

緒

奉

行

附

百

五

拾

七

人

定

番

足

騒

二
百
三
拾
八
人
・
遼
所
居
住
之
者

寛
文
元
年
改
足
騒
惣
員
数
千
六
百
七
拾
一
人

内

四

百

六

拾

五

人

組

附

.

六
百
三
拾
二
人
制
場
附
明
組
井
裁
領
之
者
共

百

二

拾

五

人

鰭

場

弁

務

奉

行

附

四
五




